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B ―116　ダーり量分割分散の一考噺

　　　　　－スカートの場合一

　　　　文化女大家改　樋数滋子　ｏ井九良子

　目的　人間の体型は十差万別であり、言↑測によっ了得られる値が固じでP> っても、個々

のシルコニ")卜の凹凸曲綬はさまざまである。それらの体型に衣服を虚合ひせるrこめに、グ

―1りは大切な役割をt旦っ了おり、個体筧及びデずインシルエヽ')卜によってダーいノ量の分割

今散に差が生じるのは当然である。今回は、人体におい了履雑なヽ曲線をヽもつ腹囲上部より、

単純化し仁被覆曲線で亥り立つ下部のスカートを取りあげ、親覚的方法によるダーりの分

割分敗を凸部よりの童綾によっ了出来る夕卜面空間(^)把握からtiめ了みようとしrこ。

　方汰　モデルを選吏し。採寸、いしエヽ､ター撮影、縦スライディングゲージにより、縦

断的体型観家法を行いに前後中･し脇・前後斜め脇4白半身5方位各方位の各部下平身

最大突出点から垂直線を上昇ささ、ｗ・L.水平線との夕卜面空間形状及びW ・l_izの雑開差

寸まを出し、半身各方位の敞喝叢を平列加算しﾅこものを、円寸法に運動量を加えた寸法と

ｗ寸法の笈分量に比例配介し名､ダーヽリヘの差や量の分割乙外面空剔直との相関吐を、着

装実験によって体型別に検討しに。Vお,計測基絞を^直よ｡下線に求めたのてへ形態15 ,

ス'j ムな｀タイト・スカートとし、ダーり数ほ、前後とも1 本づつの場合としに。

　結果　幾通りかの方汰を定めて段階的に実験を繰り返し、より良ﾛﾉｶ舎防伍を追求Jしに

結果、比例配分さnrこ笈分量のダーヽﾘ分右)を、後ダーヽﾘ＼3.後脇の女を後中･引こ加九-前い

せ分量を前中心の垂(叩㎝ビま'川こし残りは前いせ、ま仁は後ゲー仙こ加える｡前ダー'ﾘ
l卵

Ｌにおi7る後下り角度の個体変化以ﾀﾄは.13ぼ初期の目的乞圭することびできrこ。




